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[損傷箇所]

　ｏボイラーの2箇所(下図①箇所、②箇所)に損傷を確認

[推定原因]

　①箇所：ボイラー内部の燃焼変化等に伴う繰返し熱応力による疲労に加え、燃料中の

 　　　　 硫黄分による腐食作用でき裂が発生・進展し、損傷に至ったものと推定

　②箇所：①箇所での給水の漏洩で管が過熱され、損傷したものと推定

　

[損傷箇所及び類似箇所の点検修理]

　ｏ損傷箇所①、②及び表面にき裂の確認された下図　　　の範囲（約400本）を新管

　　に取替
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